
大木先生の紫綬褒賞受章によせて

昭和63年 3月 に本学を停年退官された大木道則

先生が,此の度有機化学の研究・ 教育の御業績お

よびこれによる広 く学会・ 官界への御貢献により

平成 2年度の紫綬褒章を受章されました。この御

受章は,私共有機化学の後進のみならず,化学教

室をはじめ理学部にとっても,ま ことに喜ばしく,

心からお祝いを申しのべたいと思います。

先生の御略歴と御業績につきましては,御退官

当時の本広報に化学教室の中村助教授が詳しく述

べられており,ま だ間もないのですが,こ こに改

めて紹介させていただきます。

先生は,昭和25年 3月 東京帝国大学理学部化学

科 (漆原研究室)を御卒業になり,同年東京都立

大学に赴任されました。程なく,米国イリノイ大

学に博士研究員として留学され,N.Leonard教

授のもとで,中員環状化合物の渡環相互作用の研

究を推進されました。御帰国後,都立大学助教授

をへて昭和31年化学教室に助教授として戻ってお

いでになりました。昭和37年教授に昇任され,40

年 3月 に新設の物理有機化学講座御担当となりま

した。

幾つかの分子内相互作用の御研究の後,有機化

合物の反応性を系統的に理解するには,分子の持
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つ配座異性体 (炭素・ 炭素単結合に関する内部回

転異性体)のそれぞれに固有な反応性を理解しな

ければならないという御考えに至り,炭素骨格の

分子内部回転が止ったことに由来する異性体の単

離の御研究に着手されました。特に,9-置換 トリ

プチセンや 9-ア リールフルオレン誘導体がこれに

適していることを発見され,回転異性体の合成・

単離,回転障壁の決定,回転異性体の反応性,異

性体平衡比から弱い分子内相互作用の検出へと飛

躍的に研究が進み,昭和55年「有機化合物の配座

固定と変換に関する研究」によって日本化学会賞

を受賞 されました。とくにジクロロエタンなどエ

タン型分子における回転異性体の存在は,本教室

水島三一郎,森野米三両教授の御発見になるもの

であり,これを巧に分子設計 し室温で安定に単離

できる回転異性体にまで発展させたことは意義深

く,教室の伝統の重みを感 じるものであります。

先生は研究の御推進に当たり,UV/VIS,IR,N

MRと その時その時の先端的な分光手段を駆使さ

れ,と くにNMRで は,時間項を含むスペク トル

解析で理論の検証と応用につとめられ,所謂Dy―

namic NMR法の信頼度と応用性を高められまし

た。

一方,先生は化学教育・行政に関しても活躍さ

れ,日 本化学会化学教育委員長,学術会議,IUP

AC,ユ ネスコなどの委員を勤められました。そ

の間,CBA化学,CHEMS化学の紹介をされ,昭

和44年 には学術会議会員に最年少で当選されまし

た。さらに,学術会議科学教育小委員長,文部省

学習指導要領作成協力者,理科教育・ 産業教育審

議会委員,教育課程審議会専門委員,日 本学生科

学賞審査委員長,井上科学振興財団選考委員長 ,

東 レ理科教育賞審査委員なども歴任されています。
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